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秋田県鳥海村における横川吸虫症の疫学的研究

2.カマラによる渠団邪虫について
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湫田県由利郡鳥海村住民の横川吸虫感染状況について

は,既に第1報(吉村ら,1972)に報告し,その際同村

百宅地区住民の横川吸虫の感染率は45.9%と河率であっ

たことを朋らかにした.今回はこの百宅地区において横

川吸虫感染者にカマラによる集団駆虫を実施したので,

その治療成績の概要を述パろとともに,一人で55,310虫

というこれまでの報告例にないような極めて多数の虫体

を排出した症例を得たので,併せて報告する.

治療対象および方法

治療対象:肖宅地区におけるセロフプン厚飼塗抹法に

よる集団挨仙で,横川吸虫卯が検出された者のうち,廓

虫希望者に対しては,さらに AMS Ⅲ法による遠心沈

澱集卵法を尖施し, EPG をあらかじめ算定しておいた.

結局駆虫を実施した者は男23佑,女訟伽の計45名で一年

齢は18歳~66歳までの何れも成人であつた.

治療方法.藥団治療方式により治療赤望者を全員一定

場所に集合させ,服薬およぴその後の採便を実施した,

まず45右を無作均的に3群(15名十つ)に分け,使用

薬剤のカヤラの用量は 5.og.フ.5g.10.og の3段階七

はじめに

(昭TIM8年10/} 24"叉領)
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し,何れも30分間幅で2分服上した.下剤としては硫鹸

ナトリウムを使用し,その10g を100~150m1 のフkにと

かし.駅薬2時問後に投与した,服薬後5時問までの挑

使はナべぐ一定客ヨ別こ採取させ、それ以後翌臼正午まで

の企便は自宅にて同様採取させた.副作用の調査:士,服

薬後下剤投与までの2時問は女静にさせ,その問に谷人

につき異常の有無を問診した.

効果判定:服薬後24時問内の全便について臆便し、そ

の沈淡より排出虫体を採取し.その数および極別を明ら

かにした,薬刑の効果判定は排虫数の他,駆虫後3~・1週

の問に AMS Ⅲ法によろ検便を行い, EPG を算出し,

駆虫前のそれと比鞍し,減卵率或いは陰転率を抑出し
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服薬告は45畠であつたが,服粂後浜時問の湾使および

後検便を実施し得たの1ネ28名ぐ,.その内訳はA群(5.og

投ぢ.群); 9名(男4 名,女5 名), B群(フ.5g 投、,i群);

11名(劣 4 秀!,,女7 名),およびC群(10.og 投5 群);

8畠(男 3佑,女5名)であつた.

D カヤラの駆虫効果について

A群(5.0宮投ぢ.群), B群(フ.5g 投!j・群)およびC

群 ao_0三投町.群)毎の虫卵陰転率,減卵率および排虫

状況についてまとめたのが lable 1であろ.まず虫

卵陰耘率にっいてみると,服藁3~4適後の効果判定の
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Patlents
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'1'ιιblc l

A

A 5ingle
dose of

drug g"'en
{}ra丁n

B

9

Compari50n of 小e re5Ults of trealmcnt with Various d05e5

Of lくamala 「or .、1etng0111,」1tιS・C皐rriers.

C

11

Average

IJrc・ P05t・

trcat. trent_

たt0の検便では, A群においては9例中2例(22.2%),

B群では11仏川巧例 U5.596)およびC群では8例中]

例 a2.5%)が虫卵陰性であ0た.しかしこれら3群の

虫卵陰転率には栽i汁学的にイ亦工の差は認められなかつ

5.0

8

'コ

10.0

1,498

EPG

Percent

re(1Uction

-1'

2,585

汰に服薬後2引「'問以内に排虫が認められた例数およ

びそれらの例からの排虫状況を各群毎に比岐してみろと

以下の通りであつた.ナなわちA群では9名中6粛から

5,212虫の挑虫が認められたが,その内訳は511ぎ問以内

(下剤投↓i後3時瑚)755虫(排虫者5瑠),それ以後4,457

虫(5名), B群ではⅡ串巾7血から 55,639虫,その内

訳;士それぞれ54,371虫(6■),1,268 虫(3 棄), C群

で:士8 瑠金員から1,430虫でその仏f救ネ1,222虫(6宏.)

および208虫(6血)であつた.また減卵率オまA群では

3'1,596, B群では印.696, C群では35.9%であつたが.

これらの朋には統誹学的に右意の兼は認められなかつ

ナι.

以上の如く,投町・量別に見た場台,虫卵陰転率,排山

981
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hours

755

(5)

54,371
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S(100,096)

5-24

110urs

4,457
(5)

1 268

'(3)
208

(6)

() Num、er persons expe11ed 、、'orms.

者率,排虫総数および減卵率には全く一定の傾向は認め

られなかつた.

そこで次に各群ご上に個人別の排虫状況および駆虫前

および駆虫後の EPG を比較してみた.その結果は

T北le 2,3,4 に示した通りである,

A群では T北le 2に示した如く,廩虫後討時問以内

の最多排虫数は第6例の4,601虫で,そのうち服薬後5時

問以内に排出されたのは167虫で,それ以後叫時朋内に

排出されたのは4,434虫であつた.ところが第4例では,

排虫総数575虫のうち,574虫は5"寺闇以内に排出され,

それ以後は1虫排出されたにナぎなかつた.その他の例

では,1虫~23虫が排出されたにナぎず,第3例では排

虫は認められなかつたが,後検使では虫卵は陰転してい

Total
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Table 2 The Tesult of ltoatment 、vith a sing!e dose o{ 5、o gTnTn of Kamala in Group A
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NO,
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1

45.5%

.)

23

4 、601

3

12.59ι

Sex

755

Age

ぐコ.

また,第6例では4,601虫の排虫力電忍められたにもか

かわら十, EPG は駆虫前の EPG 5,090が,駆虫後

3,012に減少したにすぎなかつた.以上の拠K 個々の例

につき検肘してみると仰人差が著しく, EPG と排虫数
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'ra、1e 3 'rhe te5Ult 0ι treatment wit11

C丑Se
NO.

Name

後17,920に波少していた.また第コ例では排虫数は凱川

出であったが,治療前の EPG ぱ傑か10で論'療後は二れ

が8に九ったにナぎない.それ以外の例では2虫~;侶虫

が排出されたにすぎ十」詞記2群に比鞁して絲,排虫数は

最も少なかった.以士.の拠K木群においても, EPG 七

排虫数との間には殆んど閨述は認めおれんかうた.

のカマラの副作用について

カマラの投薬を行った帰佑中,服薬後211寺問以内に副

作用の認められた者は5名(11.1%)であった.二れを

投薬li拐Ⅲこみる七5g 投町・群においては 1胤もむく,

フ.5g 投.り,群で 1才.(42歳女)に軽座の頭,市,悪C、を詔

めた.10.og 投巧.群では感心,嘔吐のあつたものが1例

化4歳男),軽座の腹痴および腹部呉和感を'訴えたものが

3名 U人」2 名女)であつた.しかしこれ、の瓦IH乍用1士い
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M

との問には全く一建の関連は認められなかつた.

B群の成績は Tob】e 3に示した勿Kであるが,本群

においてU而群向様個人差が苓しく, EPG と排虫数の

問には何らの開述も認められなかつた,しかし,本群で

特に注目すべき点は,第1例において55,310虫の排虫が

;忍められたこ上である.この場合511寺間以内に54,054

虫,それ以後にに56虫の排虫が認めのれているが, こ

のように多数の排虫が認められたのはわが国では恐らく

最初の例と思われる.しかし,この場合でも駆虫前の

EPG は,9,664,駆虫後のそれは1,801}であつた.

C群の"戈鎖は Table 4に示した如くで,8例巾全例

に排虫を認めたが,そのうち最多排虫数は第8例の924

虫で,そのうち7"虫が服薬後5時問以内に排出されて

いる.本例では EPG は治療前27,520であつたのが治療

0

1.860

'1.'170

276

!、430

55,310

Pre・1reat

駐1,G

10

{ece→

0

0

0

no

36

10

:振4

258

146

54.371

P0メt・tTeat

.1

')0、1

10

8

50

80

n2

IZ

0

17.9凱1

1、 268

NO. of 圦'orn15

16

27,520

.」.)
^^

hours

399

:郡

55.639

5 24

houts

0

no feceト

'1

expe11ed

、1"01社1

02

゛
-
 
0
 
0

0
 
リ
一
 
0
 
0
 
0

-
0

4
 
0
,
 
0
 
-
D

0
 
-
0

0
)

4
6

1
 
一
i

リ
一

一
コ

-
n
 
リ
一

9
 
お
早
 
0
〒
牢
早
 
9
 
<
6
 
<
6
 
き
早

ξ1

リ
一
 
1
 
ー
リ
一
 
2
 
、
b
 
4
 
4

4
 
4
 
-
0
 
5
 
4
 
5
 
6
 
5

和
賜

0
9

1
 
0
-
 
3
 
4
 
5
 
6
 
7
 
8
 
9

S
O
S
S
S
O
S

早
 
9
 
0
〒
<
6
 
早
<
6
 
牢
<
6

K
 
T
 
T

ー
リ
一
 
3
 
4
 
-
0
 
6
 
7
 
8

S
S

S
 
S
 
K

T
M
N
H
K
K
S
T
S
H
S

4
 
4
 
ー
ウ
一
 
0
 
-
^
 
4
 
戸
0
 
1
 
5
 
1

W
Ⅱ

"
俳
心
現
川
釦
開
餌

S
 
S
 
S
 
入 T

H
R
S
S

心
"
'
帥
開
四
帥
加



ナれも排使後は速かに消失した.また,1雅藁"Ⅱ_1の夜Ⅲ1

腔部拠和感または粧度の箙茄,悪'心を認めたものが,ー
,^,

10.OR 投.り.群で3 えi (男 2 血,女 1 を',)あうたが,いず

れも翌朝主でに向復Lた。

D カヤラの馴虫効果にういて

カマラは儀川吸虫の廓虫にはこれまでにも多数噐家に

より試みられているが、その駆虫効果,特にその虫卵陰

1恢率には尖施者により料しい扣述がみられろ.また,そ

の投町・量と治按効果の関係に0いても不f明の",長が少く九

い.,〒者ら(1963)は,ま城県霞浦麻生地IKで横川製山

卵陽性者野吊に0いてカマラ10g で梁団郭虫を尖施Lた

ところ,多数の排虫は認められたが,虫卵陰転率はⅡ.0

(3/27)であつた.更に横川ら a972)は前年塵の%

〕972年に軟Π"A鳥海村で同じくカプラ 10g をjl・"、、ぐ19宏,

の駆虫を災施した七ころ,矢張1〕多数の排虫を認めた

が,虫g即別牙率は21.1%であ0た

消水(196のは装城県霞ケ淌地力の横川吸虫濃厚感染

,也城で,カマラ 1g,3g,5g および 10g 投」1群の'11咋

(行群それぞれ11 私.31名, 10タ,および8タ,)に分けて

集団唾虫を災施した結果,それぞれの虫卵陰憾率は63.6

58_1%,如,0%,62.5%で, 1 g~10R の投、り.!北で96,

はその効果に有愆の兼は認められなかうたとしている、

今回茗岩みが1リた成績においても 5g.フ.5g および10

g 投与群の虫卵陰転率はそれぞれ02,2%,45.5%、およ

ぴ10.0%で、投.ji打(七虫卵陰転率の問に有意の相問け余

く認められなかつた,このように虫卵陰転率からみた場

カマラの劃」果は極めて不安定で,しかも投町・1'との/ユ、
↓コ,

問に全く関連が認められなか0たというこ七は注目tべ

き,,無である.

これらの点に関して主ず"えBれろこ七はその鳳[劉が

D 使用した力,ラ倒休にある,2)検査法に問題があ

ろ,3)虫体の側にある,或いは'1)術主側にあるんど

郁々老えられる.

カマラはクスノハガシワいld//0ルS ,h"リψhkリがio

の果尖の麦面の腺毛およびモ被を架めた紅禍色の劫末

で,その有効成分は口、,トレリン nott!e6n)といわ

れているが,製夫11により'何拶肋戈分の介量が一定していん

い場合も充分あり得るとおえられる.殊に薬剤中に含ま

れる灰分の含有量にはかなりのぱらつきがみられること

カニ知られている,従つて,カマラの¥i効成分の粘製およ

びその作用機転については今後吏に検討してみたい

考 察

?.

検査法に関しては,横川吸山の場合 1山当りの産卯数

は掘めて少なく,その士.,小形であるので少散寄生の場

合はその検出は,必ずしも奔易でないこ七を嘴えろと,た

とえ集卵法を朋いても1風のみの検流ではその惜頼栓に

は疑問が持たれる,従つて山卵陰転率のみでその効果を

比岐するのは'必十しも妥当上は"えられない.
^^_
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EPG によつて寄生虫卸数を推定Lたり或いは誠卵*を

比岐する際にも充分慎重を要ナろ上ころである,

また.排虫状況をみろ上、個人によ 1)茗しく多数の排

虫をみた例や全く排虫をみなかつた例があるが、これは

虫体のカマラに対する感受性の差によるのか,或いは宿

詑側の条件によるのか現在の七ころ1川らかではない.カ

マラの横川吸虫に対ナる作用機転が明らかでない現在硫

突なことは言えないが,カマラの消化督内におけろ拡

散、或いは咲収などにおいて個人兼が井しいよう:二思わ

れる.というのはこれ主での茗者らの経験では、灘使の

際,下痢使或いは軟仙で,カヤラの粒子がよく糞使内に

混じつている例では,虫体も多数排出されているような

傾向がみられている.郷虫に当つては,駆虫前の絶貪,

或いは前、ド邦1六どの処f雌がα、要七見!、われるが,この点に

闇しても廼みに検村すろ,必要があろう.

カマラの副作川上しては.Ξ1ξとして W鵬の刺激症状

で,箙;'.葱心,ヨ噸吐などがあげられるが,これら{士投

1チ!辻とかなり密接な関保があり,5g 投、り・群においては

副作用を市iえた者は 1 串もなく.7 5g 投勾・雑において

怪座の頭劾iおよび悪心を訴えた者 1瓢,10g 投・り・群にお

いては4 名力垪W甫,鳴吐んどを'諏えた'然し,何れ・も嵯

度で数f1寺1田で消失している.効果の,,!iからは 3 詐問に;士

¥弍逝の並が認められ九かつたノ1iを併せ誘えると、カマ〒

の有効成分の検討が今後主すまナ靈製九課睡ι:%えられ

なお今回B株で55.310虫上いウ火糸の横川吸虫をり"1」

した例につい'ぐふれてみたい.オq列は5'1歳の女性で,そ

の感染経路は1司地区の他の考七同様ウグィの生食によろ

七粍えられるが.この女性が特にウグィを他の人よ:〕多

食したといシ辨災はなかつた.横j小吸虫の駆虫に際して

排出された虫f、卞数で,これまで泉多数上されていたの

は,永吉(19d9)の宮ψ高県小1田市での例で,本例は2;り菰

屶子で総排虫数ぱめ,水辺虫であつた.本例は丁ユの生食

によろ兵R"きと"えられる、

浅田(1飾7)は広島県芦田川産鮎よりの感染例七して

31歳男子から7、6別虫,20歳女子から2,剖川虫,3歳女児

から9.637虫が排出された例を報告していろ.清ホ



(1969)も扶城県霞浦地力で,これはシラウォよりの感染

と老えられるが,カマラで6,981虫が排出された例を報

÷りして'いる.

これらの例から老えてみても,薯者らの今回径験した

55,310虫はわが国で最多排虫例と考えられ,しかもこれ

がウグィとりの感染例であつたととははなはだ興味深

横川嵯虫症の檀覚的および他覚釣症状についてはこれ

までにも多くの報告があるが,何れも胃部不快感,腰

茄,1'痢などの消化器症状で,必ずしも本吸虫症に特有

と思われるものはないようである.また,臨床検査でも

血液検査では異常は認められておら十,ただ多数寄生の

場合に好酸球垪力1功二認められる場合があるという程度で

ある.(i宵水,1969 ;財津,]957).

薯者らの今回の調査でも45佑中薯明な貧血像をみたも

のは1例もなく,55、310虫を排出した例でも宵腸障筈そ

の他の由覚症状はなく,また,貧血像は認められ十,

GOT, GPT,その他,肝,警機能障害は認められなか

つた.今後吏に多数の症例につき駆虫前と後の諸検査結

果についても検討するこ七としたい.

3)山卵陰転率では5g 群22.2%,フ.5g 群45.5%お

よぴ10.og 群12.5%であつたが,三老問に有意の差は認

められなかつた

4)カマラフ,5g 投町・の54歳の女性から 55,310虫の横

川吸虫の排出をみたが,本例は本邦における排虫数の最

商のものと老えられる.

5)多数寄生の場合でも惰覚症状を訴えた者は殆どな

く他覚的にも異常と思われる所見は見出されなかつた.

6)力ぐラ投渠による副作用の発現は,服薬後部寺問

以内に45名中5瓢 al.1%)にみられたが,何れも一過

性の輕度の頭痛,恕心,腹部異和感が主なろものであつ

た.

フ)今後,カヤラの有効成分につき検討し,その作用

機転および有効肌につき検討,、ろ.必斐がある.

(掬築,るに当り種々の御協力をVただいた鳥海H騒

員の力六に厚く感謝Lたし、.)

秋m県山利郡鳥海村の百宅地区で,桜川吸虫卵陽性者

45私(男2;}名,女22宅')を無作為的に 3 群(15名ずつ)に

分け,それぞれに力气,ラ 5.og 7.5g および10.og を30

分問隔で2分服させ,21排問後に硫酸ナトリウムによる

、ド"1佐俳用した.

治療効果の判定は治療前および治捺後3~4週目に粘け

る糞便内虫卵数促PG)の変化(陰転率および減卵井り,

演使によろ投薬後5時削以内およぴそれ以後鈎時問以内

の排虫状況について比較検査した.しかし,これら3群

で最終的な後検査を完了したものは5g群で9名,フ.5g

群で11佑,10,og 1洋で8血であつた.その"賄1は以下に

要釣されろ.

D カマラ 5g,フ.5g およぴ10,og 投"・群におけろ糞

使内虫卵数(εPG)は伺れも治汝前より減少し,その減

g1Ⅱ矧ミ34,5%,脚、6%及び35.9%となつたが,三名間に

は有恋の差は韶められなかつた.

の排虫状況では何れの群においても投渠後5時間以

内七それ以後24時Ⅲ1以内の排虫数は個人差が薯しく一定

の傾向は認められなかつた.
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EγⅡ)ε入Ⅱ01,OGICAI" SIUI)1Es f.)N 入・110、ACONい"ASIS IX

CHOKAI VH、1_AGE、 AKI'1"A PREFECTURE

RI:SUI_、1'S OF '1'HE 'rREAT入・11こN'1'、VITH VARIOUS DOSト:S

OF KA入・1AI,A FOR .Vι'γ'A60入リ.Vι"1、ゞ 1NF鳶C、1'10NS

入IUX首O YOKOGA、YA.入,10TOHITO SANO、 KUNIOKI ARAKI

XI.、SASⅡI KOBAYASH1 ハXI) N11CHIE KnJA'1'A

(/)epdノΥⅡiιリil o/ 1'dJ'".U/010g、,, Sι'/100/ of A/',ιli" hk・、('/゛i/hl

UノⅡ、1YI',,il.、.. C/!iι"、,1'1/,d,」)

HU(()、'じNI YOSH1入,1URA, YASUMAS.、 OHMORI. SⅡHⅧκ.、ZU TA入:1

ANb KAZU、ro lsHIDA

ノ)'./,'゛ノ'h,1'リi/イ」/ r'1J" 1、、iio/og、,, Sι'1」no/ 0./'、/'Yiiイ,i/N,. Akii'1

ι1ナ1ilYI'siハ,, Aιi/ι1..ノイ1/1'U,)

S110ICHIRO SUZUKI.ト1Ⅱ)1τO KOBAYASHI、'rAKAYOSI・Ⅱ KYOGOKU,

XOHUH!RO YONEKA、VA AXD N11HARU TOYOSHIMA

(.・、ιiiイ1.'1'CI0ι'iイ↓hb11 、11」1' i/"1" 1Si1ι,(わノリ1・0ハ

( 5:リ

'1'、ven()" eiH11〔 1)Cがon・、{ound posltiYe for the eH11S of .11ιリ'1goJlh,1"メ、、・0ιog"1'・ni l}y 飢001

CXι1Πlin;11iun 、Yit11 A入IS 111 Cenr丁ifugation tec】1niquc in Mom'乃・ake 4HHlrict、 C110k11i Yi】1age、 A.

kil{1 1〕rcfeCⅡlrじ肌'ere lrealc〔1 、、'it11 a single dose of Kanlnla in 111C form of 打111SS・trea【r"ent,

T】1e}'、、'erピ(1iYided int0 3 gr'川PK by d05es of Kalnl{い; Group A、 con、誌tin武 of 4 males

and 5 fen1二tleH,、、'ns Ki、'C】1:1 "Dglc (10Ho uf 5.OR :琴roul) B.4 m111eメ 1{nd 7 fclnnles.751【; 11nd
Ⅱr'川P C、 3 malc, and 3 fど111'11eメ.10.OH.

Evcrl i口ιliYiイ1Ua】、、'a,;1,ked ιO come 11f【er t11C bTenkfRSι 0】1 111e snmc day to t】1C vi11age

0什icc to recCい'e 111L'{1rug 、Y11ere the aut110か RιIve t11e口l a 雨nRle doHc of Kιlmn111 and l0宮 of

SO〔1ium 丸11いtc nS 社 Purgι11i、'ど io 】)e tιlkcT1 2 110UTs nfler taking Kιlmnln.

On tl"S O{!ca卜10rl.どach hldiviclU乳1 肌'a5 1(skcd ab0Ⅱt side effecl caused l)y t11e (1TU武

AⅡゞOUIゞ uxcretピd {or thC 6rSι 5 houw (3 houn a{ter tnkinH a purgnlive) and an01】1er

19 110urs 、、'erピ C0Ⅱedc〔1 i!1di、'i(1UnⅡy a"d examined for t11巳、vorm、 CI1)C11ed in 111em.

P0卜1'trじntn1ピ】1(ト10ol e父a1ηil)111ion with A入IS 1Ⅱ CC丁11Tifugnlion 、、'ns c;1rried out 3 '1 、、・eeks
11f t L.r r renU11Cn {

EI!1ミ red〔忙ti011 rarc、 CLlre Tate Ⅱn(1 丁Iumbcr of 、、'OT口)s eI1,eⅡed HflcT trean"e11【、、.cre c01れ.

i);1rcd as dl'」、Yn '1ι{1〕1じ、 1-.↓

'rhe lotnl n口lnber uf t11ピ、、'or1ΥIs rccovered i11 {CCC瓢{or 24 110ur、 nrler 小e admi11istration

りf KanU11a i口 CaC11 弐roul〕、、'iu aメ f0110、、'S ; 5.B12 from 6 Pcrson:、 iΠⅡroup A ; 55.639 fron1 7

Por貞)ns i11 group B nnd l.・130 from 8 1)ersoos in group c、

、1"】祀 CⅡre r晶1心S nnd egg reduCιio" Ta{es 、、'eTe 2ご、296 an〔1 :M.50。 in groL11〕 A.45.596 aTld

{i9,6゜6 in 非ruul〕 B nn(11コ.5゜6 and :15.996 in group c、 respcC1武'eb. No siHni6Ca111 di仟eTences
、、'ere fou『1d amonl: t11Cm. 1n one ca、0. a 5'1 ycar 01(1 fcmnle trealed 、、・it11 a siTIRle do"c of 7.5 R



Of Kamala in 8roup B,55,310 worlns were recovered in feces for :Z4 hours after the admini5tr

tion of Kamala. This seelns to 、e a case hatboutin宮 the 1且τ宮est number o「 the worm5,」1ι1ι1

g011i"11ιS コ,0'ogατoai, in Japan, Any clinlC丑1 0r subjeC6νe symptom5 due to metagonlmia5

Wete not noticed even on this ca5e.

As side eHects due to Kemala sli宮11t headache and nausea 訓'ere ob5erved in one case i

group B and vomihn宮 and stomechache in four ceses in group c. HO、、'ever, none of the5

Symptoms weTe so severe as to TequiTe bed・Test.

In t11e pTesent study any relation bewteen the doses of Kamala and the eHective口ese fo

treatment of 111eιa宮011i"11'$ infections was not found.1t 5eemS 小at further investi宮ations o

tbe mechanism of therapeU6C acti0れ of Kamale and also ofl t11e TeliabⅡity of stool exami"atio

foT Afe'dg0πhπⅧS eggS 急τe needcd'


